








ず、当時のカンボジアが置かれた国際的状況から
もこの記述の史実性を疑問視せざるを得ない。タ
イ史料では頻繁に起こったカンボジアとの戦争や
反対にルアンパバーンとの緊密な関係が明らかに
なった。またパバーン仏の形式を検討し、ウートー
ン第１様式との共通点が多いことからタイの仏像
との関係性が推測された。以上ラオス年代記の仏
教伝来とパバーン仏請来の伝承はラオス仏教の正
当性やパバーン仏への信仰を集めるために後代に
作られた伝承であり、実際はロブリー等のタイ中
部あるいは東北部で造られたものだと考えられる。
制作年代は13世紀後半から14世紀前半としておき
たい。
　第３節ではヴィエンチャンとルアンパバーンに
現存する40体を超えるクメール様式とみられる仏
像を検討した。ヴィエンチャンではバイヨン期に
属すると考えられる像として、ワット ・ タートル
アンの半跏趺坐像、ホープラケーオの薬師如来像
が挙げられる。多くはバイヨン期後の13世紀後半
以降と考えられることから、バイヨン期以降もク
メール権力がある時期まで維持されており、造像
も行われていたと考えられる。この期の像にはタ
イ東北部のドヴァーラヴァティー様式と共通した
特徴を有する像も多く、両者間の仏教交流が想定
される。中にはメコン川を超えてタイ東北部やタ

イ中部から持ち込まれた像もあったと考えられる。
　ルアンパバーンの寺院や王宮博物館に伝世する
クメール様式の特徴を有する仏像も13世紀末から
14世紀前半と考えられる像がほとんどだった。ク
メール建築遺構が発見されていないこと、地方的
特徴を併せ持つ像が多いことからヴィエンチャン
あるいはタイ東北部からもたらされた可能性が大
きい。その時期は特定できないが、発掘で見つかっ
たものもあることから、必ずしも近年持ち込まれ
たものではないだろう。フランス極東学院の報告
にもこの件について言及がない。また14世紀後半
以降に造られたとみられるナーガ仏も散見され、
ナーガ仏の形式が数少ないながら用いられていた
ことがわかる。
　アンコールワット期のヒンドゥー神像やナーガ
仏の作例に由来する特徴として採用されている点
は、宝冠像で前髪飾りをはじめとした首飾り ・ 臂
釧 ・ 腕釧 ・ 通肩 ・ 直視する眼であり、バイヨン期
の作例に由来する特徴としては、前髪飾りのない
頭部 ・ 伏し目 ・ バイヨンスマイルと呼ばれる微笑 ・
偏袒右肩が挙げられる。バイヨン期以降インドラ
ヴァルマン２世時代までの13世紀前半には、上記
の特徴が混在する像が造られているのはバンテア
イクデイ出土の廃仏から明らかだが、どの部分に
どの形式を採用するかは像によってまちまちであ
る。またこのように異なった時期の特徴が一つの
像において混在するようになったのが、遅くとも
インドラヴァルマン２世期であることは確かだが、
バイヨン期にまで遡ることができるのか今のとこ
ろ確証がないため、ここではバイヨン期以降とし
ておきたい。いずれにしろこのような混合様式の
像はロブリーを中心としたタイ中部やタイ東北部
において隆盛し、地方的特徴をさらに加えた多く
の作例に結実する。
　本項で検討したラオスの仏像はバンテアイクデ
イ出土の廃仏と同様の特徴を備えながら、それ以
外の要素として11世紀以前の像からの形式借用や
地方的な表現が混在している例がほとんどで、多
くを13世紀後半から14世紀前半の像とした。
　ラオスのクメール系の仏像の多くがナーガ仏で
ある点もバンテアイクデイ出土の廃仏やロブリー
での傾向と一致する。ナーガ仏が人気を博したわ
けはバイヨン期前後の流行を継承したためだと考

挿図22　禅定印坐像
ルアンパバーン王宮博物館
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えられる。スコータイにおいてもジャヤヴァルマ
ン７世時代以降、スコータイ様式を確立していく
過程で、クメール系の美術形式を模したものが造
られ、ワット ・ シーサワーイやワット ・ プラパー
イルワンからはナーガ仏も見つかっている。手に
薬壺を持つため薬師如来とされているが、形式だ
け真似た可能性もある。また、ピマーイでもやは
りジャヤヴァルマン７世期以降のものと見られる
ナーガ仏が多数見つかっているが、土着化が進み、
もはやナーガ仏の大きな枠組みのみを継承してい
るに過ぎない作例も見られる。この頃大乗仏教に
代わって上座部仏教が広がっていることから、あ
るいは仏伝にみられるムチャリンダ竜王の伝説を
表す像である可能性も考えられる。
　以上から、本稿で検討した多くの像はパバーン
仏よりさらに古い形式を示しており、パバーン仏
請来時かそれ以前にラオスに入ってきた可能性も
否定できない。これらの像は３つのグループに分
けて考えることができる。まずバイヨン期からバ
イヨン期直後の時期に遡る形式を有する作例、そ
してほとんどを占める地方的特徴を表す作例、さ
らにナーガ仏という形式や一部の特徴のみクメー
ル美術から受け継ぐより新しい像である。その多
くを占めるのはファーグム王より古い時代のもの
で、ファーグム王より以降はクメール美術の影響
を受けた像は下火となり、タイの影響下での造像
へと変わっていく。これはスリランカ派の上座部
仏教がスコータイなどから流入したことに伴う仏
教交流の結果であり、ランサーン朝の外交関係を
表していると言うことができる。
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	 Among a large amount of Buddha images in Laos, there are images believed to be brought from 
Cambodia. However, it is not clear where and when these Buddha images found in Vientiane and 
Luang Prabang were made. Pha Bang Buddha is one of them, which has a legend that it came from 
Cambodia, but it is questionable. In this study, I will discuss about art styles of these extant examples 
of Buddhist images in order to estimate the construction site and date, and further, to describe Bud-
dhist’s cultural exchange in this area.
	 As a result, any historical document doesn’t mention Pha Bang Buddha except the Laos chronicles 
which tell this Buddha image came from Cambodia. However, it was not likely happen in the historical 
circumstances of Cambodia at the time. On the other hand, there are many similarities on the details 
of art styles between Pha Bang Buddha and those found in central Thailand such as Lopburi. Pha 
Bang Buddha could be made in the central part of Thailand such as Lopburi during the latter half of 
the 13th century to the first half of the 14th century.
	 Other extant Khmer style Buddha images in Vientiane and Luang Prabang could be roughly 
divided into three groups. The first one has art styles in common with those from Lopburi and aban-
doned Buddha images from Banteay Kdei, and could be built in the mid-13th century to the mid-14th 
century. However, many of them shows local appearances that mainly could be the influence of the 
Dvaravati style in northeastern Thailand, and were probably produced in northeastern Thailand such 
as Phimai or central Thailand. This type is the second group and could be dated also between latter 
half of the 13th century to the first half of 14th century. The third group has no relations with Khmer 
art except borrowing crown and Naga hood.
	 From the discussion above, these Buddha images strongly indicate that it is possible in Vientiane 
the Khmer power was maintained even after the Bayon period and they had relationship to central 
and the northeastern Thailand, and the exchange of Buddhism was happen during the latter half of 
the 13th century to the middle of the 14th century.

Khmer style Buddha images in Laos  
and related historical records

Professor, Siam University
Director, THAI-JAPAN CULTURAL STUDY CENTER

TAKATA Tomohito

Keywords：Buddha Image, Laos, Khmer Art, Luang Prabang, Vientian
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予備調査（第１回）
期　　間　2000（平成12）年２月24日～同27日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（３名）
　柳本伊左雄　　池上　要靖　　三輪　是法
主な活動内容
①�ルアンパバーンにおいて、世界遺産地区建築物修

復の視察をおこなった。併せて、寺院の仏像の現
況について確認をおこなった。

②�ユネスコ東南アジア担当者との会談をおこなった。
③�ワット ・ シエントーン（02）およびワット ・ ター

トルアン（17）の視察をおこなった。

予備調査（第２回）
期　　間　2001（平成13）年２月25日～３月５日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（６名）
　柳本伊左雄　　池上　要靖　　三輪　是法
　菊池　伸洋　　木村　慈法　　櫻井可奈子
　五十嵐　豪
主な活動内容
①�ルアンパバーンにおける寺院および仏像の現況に

ついて、予備調査をおこなった。また、ワット ・
シエントーン（02）、ワット ・ マイ（13）、ワット ・
ビスンナラート（20）の各寺院において、仏像10
体の予備調査をおこなった。

②�ラオス仏教連盟（以下、連盟）会長との会談をお
こない、仏像修復に関する連盟としての基本的な
認識を確認した。連盟としては、仏像が修復でき
るのであれば非常に喜ばしいことであり、是非行っ
てもらいたい事業であるとのことであった。また、
事業を立ち上げるにあたっては、連盟として協力
を惜しまない旨の確約をいただいた。

③�仏教救援センター（以下、BAC）伊藤佳通代表、
およびラオス駐在員との情報交換会をおこなった。
この事業を本格的に立ち上げる際には、全面的な
協力を約束する旨の確約をいただいた。

④�ユネスコ ・ ルアンパバーン事務所を表敬訪問し、
本事業の内容紹介をおこなった。正式に活動を行
う際には、ユネスコの懸案事項のひとつであるブ
ロンズ像制作技術について、技術供与の実施を実
現してほしい旨、先方よりお願いされた。

第１回 事業
期　　間　2001（平成13）年９月１日～同25日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（13名）
　浅井　圓道　　柳本伊左雄　　池上　要靖
　関戸　堯海　　三輪　是法　　菊池　伸洋
　木村　慈法　　櫻井可奈子　　池田健太郎　
　兒玉　一乃　　依田　　司　　森田　信宏
　須長　愛子
主な活動内容
①�身延山大学とラオス人民民主共和国情報文化省考

古学局との間で、事業に関する協定書を締結した。
②�調査並びに修復拠点確保の為に、情報文化省考古

学局ルアンパバーン事務所との交渉、並びに当該
地（情報文化省図書館に併設されている高床式長
屋）の視察を行い、仮拠点として位置付けた。

③�ワット ・ ビスンナラート（20）において、仏像調
査活動を開始。須弥壇上を除く、91体の仏像の所
見を調査カードに記入。採寸および写真撮影をお
こなった。

④�同寺の仏像１体（No.42）について、詳細な調査を
実施した。

本資料は各事業報告書から抜粋し、加筆修正したものです。
参加人員は事業現地渡航者（日本人）を記載しています（全て順不同 ・敬称略）。
（ ）内の２桁の数字は本事業に於いてナンバリングした寺院番号、同じく（ ）内に「No.」を付し
た数字は本事業にてナンバリングした仏像番号を表します。

事業の記録
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第２回 事業
期　　間　2002（平成14）年２月15日～３月13日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（９名）
　柳本伊左雄　　池上　要靖　　菊池　伸洋
　木村　慈法　　櫻井可奈子　　池田健太郎
　兒玉　一乃　　依田　　司　　森田　信宏
主な活動内容
①�ワット ・ シエントーン（02）において、134体、

ワット ・ チョムシー（25）において６体、計140体
の仏像調査を実施した。ここまでの仏像調査数は
計231体。

②�ラオス情報文化省考古学局より提供を受けた施設
を、修復作業所として整備した。ワット ・ ビスン
ナラート（20）より仏像１体（No.43）を修復作業
所に移動して、修復作業を開始した。

第３回 事業
期　　間　2002（平成14）年８月30日～９月23日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（９名）
　柳本伊左雄　　西　　雅秋　　池田健太郎
　兒玉　一乃　　依田　　司　　森田　信宏
　鈴木　義孝　　大石　康雄　　永利　郁乃
主な活動内容
①�修復作業所を情報文化省図書館横高床式長屋から、

王宮博物館敷地内施設に移転した。
②�情報文化省考古学局との協定に基づき、ルアンパ

バーン工芸学校敷地内にブロンズ鋳造設備の設置
をおこなった。

③�ワット・マイ（13）において107体、ワット・スィッ
プッタバー（09）において72体、ワット ・ パパー
イ（10）において19体、ワット ・ シエンムアン

（12）において23体、ワット ・ タートルアン（17）
において49体、ワット ・ マノーロム（18）におい
て57体、計327体の仏像調査をおこなった。

　�ここまでの仏像調査数は、計558体。
④�前回より開始した、ワット ・ ビスンナラート（20）

の仏像１体（No.43）の修復が完了し、同寺に搬入
をおこなった。引き続き同寺の仏像４体（No.38、
No.47、No.55、No.56）を修復作業所に移動し、修
復作業を開始した。

第４回 事業
期　　間　2003（平成15）年３月３日～同18日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（１名）
　柳本伊左雄
主な活動内容
①�情報文化省考古学局へ活動報告書（第１回、第２

回）を提出した。
②�修復に使用する材料等の購入に関して、情報収集

をおこなった。
③�ワット ・ シエントーン（02）において、日立エン

ジニアリング（株）の協力の基、仏像の三次元測
定をおこなった。

④�関係各方面との会談をおこなった。
・�情報文化省考古学局
・�ルアンパバーン県情報文化省
・�ルアンパバーン美術工芸学校
・�王宮博物館
・�在ラオス日本大使館
・�独立行政法人国際協力機構（JICA）
・�BAC 仏教救援センター

第５回 事業
期　　間　2003（平成15）年９月１日～同25日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（16名）
　柳本伊左雄　　池上　要靖　　木村　慈法
　櫻井可奈子　　谷口　龍承　　池田健太郎
　兒玉　一乃　　依田　　司　　森田　信宏
　鈴木　義孝　　大石　康雄　　永利　郁乃
　高田　充弘　　野村　桃子　　松浦　りさ
　狩野美智代
主な活動内容
①�ワット ・ パッカーン（01）において５体、ワット ・

キリー（03）において16体、ワット ・ シリムンクー
ン（05）において15体、ワット ・ ソップ（06）に
おいて11体、ワット ・ ノーン（08）において24体、
ワット ・ チョムコーン（11）において22体、ワッ
ト ・ シエンムアン（12）［再調査 ・ 住職居室］にお
いて19体、ワット ・ ポーンサイ（14）において11
体、ワット ・ ホーシアン（15）において36体、ワッ
ト ・ タートノイ（16）において６体、ワット ・ アー
パイ（22）において25体、ワット ・ パパッターイ
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（26）において14体、計204体の仏像調査をおこなっ
た。

　�ここまでの調査仏像数は、計762体。
②�仏像修復技法および材料（樹脂接着剤 ・ 漆 ・ 金箔

等）の詳細な調査をおこなった。また、材料入手
に関する情報収集および現地スタッフによる材料
調達をおこなった。

　�これにより、修復に用いる材料はほぼ全て現地で
調達できることが確認された。

③�情報文化省考古学局に、第１～３回までの仏像調
査目録（９寺、仏像558体分）を CD-ROM にて提
出した。

④�ワット ・ ビスンナラート（20）の仏像４体（No.38、
No.47、No.55、No.56）について、第３回より引き
続き修復をおこなった。

　�また、新たに同寺の仏像２体（No.25、No.39）の
修復作業を開始した。

　�修復中の仏像数は、計６体。
　�さらに、螺髪およびケツマラート（仏像の頭頂部

突起）について、復元 ・ 制作をおこなった。
⑤�今回、現地寺院の僧侶が修復作業に参加した。将

来、ラオス人による修復を実現する上で、その担
い手となる人材の確保に見通しが立てられたとい
える。

⑥�調査風景 ・ 修復状況等の撮影について、従来のデ
ジタルカメラによる写真に加え、ビデオカメラに
よる動画撮影を導入した。

　�今回はルアンパバーンの街の風景、および人々の
生活について撮影をおこなった。

第６回 事業
期　　間　2004（平成16）年９月３日～同24日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（６名）
　柳本伊左雄　　依田　　司　　鈴木　義孝
　大石　康雄　　永利　郁乃　　高田　充弘
主な活動内容
①�ワット ・ シーブンフン（04）において14体、ワッ

ト ・ シエントーン（02）［再調査］において９体、
ワット ・ シエンニューン（28）において92体、ワッ
ト ・ タオハイ（34）において22体、ワット ・ タム
プーシー（23）において10体、ワット ・ パパーイ

（10）［再調査］において５体、ワット ・ パンルア
ン（33）において24体、ワット ・ ムンナ（19）に

おいて18体、ワット ・ セーン（07）において128
体、計322体の仏像調査をおこなった。

　�ここまでの調査仏像数は、計1084体。
②�前回に引き続き、ワット ・ ビスンナラート（20）

の仏像６体（No.25、No.38、 No.39、No.47、No.55、
No.56）の修復をおこなった。主に金箔貼り ・ 古色
の再現などをおこなった。

　�No.25については、パタイペットによる修復を試み
た。

第７回 事業
期　　間　2005（平成17）年２月12日～３月10日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（８名）
　柳本伊左雄　　池田健太郎　　兒玉　一乃
　森田　信宏　　鈴木　義孝　　大石　康雄
　高田　充弘　　町田　有美
主な活動内容
①�ワット ・ シーブンフン（04）［再調査］において３

体、ワット ・ ビスンナラート（20）［再調査］にお
いて64体、ワット ・ ランコーン（30）において14
体、ワット ・ タムシエンニューン（31）において
７体、ワット ・ ポンシアート（32）において２体、
計90体の仏像調査をおこなった。

　�また、ワット ・ パホック（24）、ワット ・ サラター
ム（27）、ワット ・ チョムペット（29）、ワット ・
ホーサイヤー（35）の４寺院については、調査対
象となり得る仏像が存在しないことが確認され、
状況写真の撮影のみをおこなった。

　�今回をもって、ユネスコ作成の遺産分布図にリス
トアップされた、ルアンパバーン世界遺産地区内
の38箇所の寺院 ・ 施設のうち、調査対象である01
～35までの35寺の調査を終了した。

　�なお、36～38はそれぞれ王宮博物館 ・ 歴史的木造
建築物（詳細は不明）・ ユネスコのルアンパバーン
事務所である。

　�調査仏像数は、総計1174体となった。
②�ワット ・ ビスンナラート（20）の仏像６体（No.25、

No.38、No.39、No.47、No.55、No.56）の修復を終
えた。

　�No.25はパタイペットとカモックの相性が合わず、
キシーとカモックにて修復成形した。
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事業関連渡航（第１回）
期　　間　2005（平成17）年８月27日～９月４日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（２名）
　柳本伊左雄　　池上　要靖
主な活動内容
①�関係各方面との会談をおこなった。

・�ラオス仏教連盟
・�ラオス情報文化省考古学局
・�ルアンパバーン県情報文化省
・�ルアンパバーン美術工芸学校
・�王宮博物館
・�BAC 仏教救援センター
情報文化省との会談では、事業継続の検討および
これまでの事業報告書の早期完成を目指す事など
が双方において確認された。

②�国立博物館（ビエンチャン）において、収蔵され
ている仏像の調査（写真撮影）をおこなった。

　�また国立図書館資料部他において、仏像関連の書
籍 ・ 論文などの調査にあたった。そのうちワット ・
シーサケットでは、管理責任者が同寺の仏像群の
碑銘を調査し、論文を発表しているとのことであ
り、そのコピーを譲ってもらえるように依頼した。

事業関連渡航（第２回）
期　　間　2006（平成18）年３月21日～同28日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（４名）
　柳本伊左雄　　池上　要靖　　池田健太郎
　鈴木　義孝
主な活動内容
①�関係各方面との会談をおこなった。

・�ラオス情報文化省考古学博物館局
・�ラオス仏教連盟

　�　情報文化省での会談では、同国技官と報告書の
内容に関する詳細な検討をおこなった。また副局
長を訪問し、報告書β版について説明をした。

　�　ラオス仏教連盟では連盟副会長と会談し、同様
に報告書β版について説明をした。

②�情報文化省考古学博物館局にて、本学側の整理し
たデータを同局の PC に転送し、動作確認をおこ
なった。

第８回 事業
期　　間　2007（平成19）年２月21日～３月14日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（７名）
　柳本伊左雄　　高田　充弘　　太田　　彬
　大塚　将孝　　宮坂　葉子　　山形　夏子
　本間明日美
主な活動内容
①�仏像修復のテキスト作成。
　�ワット・ビスンナラート（20）の仏像１体（No.34）

の修復を中心として、その工程をテキスト作成用
に写真撮影をおこなう。

②�ラオス漆の調査 ・ サンプル採取。
　�ビエンチャン県サイタニー町デァーンサーン村に

てラオス漆の調査をおこない、ラオス漆３本を確
認した。

③�仏像の銘文についての調査 ・ 研究。
　�これまでの調査で得ていた仏像の銘文写真につい

て、ビエンチャンの国立図書館に解読を依頼し、
英文による翻訳結果を得ることができた。ビエン
チャンのワット ・ パケオにて銘文の写真撮影

（No.1、3、7、20、31、49、95、309、330、331、
884、994）、さらにワット ・ シーサケットにおいて
も銘文の写真撮影（No.9、15、16、17、33、36、
48、52、66、72、82、99、101、110、112、116、119）。

　�ルアンパバーンにおいても同様に銘文の撮影をお
こなう。

④�パタイペットおよび修復材料の調査 ・ 研究 ・ サン
プル採取。

　�ナマニャーンの調査をワット ・ パーニャン（ビエ
ンチャン）で、パタイペットの調査をワット ・ ター
トルアン、ワット ・ シーサケットでおこなう（共
にビエンチャン）。ルアンパバーンでも同様にパタ
イペットの調査 ・ 撮影 ・ サンプリング収集をおこ
なった。リンデンの調査をペオ村でおこなう。採
集場所が山間部であるため、次回再調査すること
とした。キシーの調査および採集をワット ・ ポン
パオ（ルアンパバーン）でおこなう。キシーの採
取は乾期が適しているとのことで、良質のサンプ
ルを採集することができた。

⑤�関係各方面との会談および報告書の提出。
・�ラオス情報文化省
・�ラオス仏教連盟
・�ルアンパバーン県情報文化省
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第９回 事業
期　　間　2007（平成19）年９月１日～同23日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（９名）
　柳本伊左雄　　宮坂　葉子　　山形　夏子
　関戸　芳光　　能登　千尋　　林　絵里加
　児玉　一乃　　高田　充弘　　林　　保美
主な活動内容
①�仏像修復（王宮博物館内修復所）。
　�ワット ・ ビスンナラート（20）の仏像３体（No.34、

22、29）の修復および、テキスト作成用の写真撮
影をおこなう。

②�ラオス漆の調査 ・ サンプル採取。
　�ビエンチャン県サイタニー町デァーンサーン村に

て引き続きラオス漆の調査をおこなった。漆樹液 ・
樹皮 ・ 葉のサンプル採取、漆採取方法の研究、漆
採取状況の写真撮影、カモク作成方法撮影等。

③�修復材料の調査 ・ 研究 ・ サンプル採取。
　�ルアンパバーン県バンペオ村にてディンディンの

サンプル採取。さらにキシーのサンプル採取をワッ
ト ・ ポンパオで、ナマニャーンのサンプル採取を
ワット ・ パーニャンでそれぞれおこなった。

④�パタイペットの調査 ・ 研究 ・ サンプル採取。
　�ワット ・ シーサケット（ビエンチャン）所蔵のパ

タイペット仏像の欠損箇所の撮影および修復をお
こなった。さらにパタイペットの材料およびその
作成方法について、写真撮影をおこなった。

⑤�仏像の銘文についての調査 ・ 研究。
　�ルアンパバーン世界遺産地区内寺院と王宮博物館

に所蔵されている仏像の銘文について、写真撮影
をおこなった。

⑥�関係各方面との会談および報告書の提出。
・�ラオス情報文化省
・�ラオス仏教連盟
・�ルアンパバーン県情報文化省

⑦�ラオス国立美術工芸大学より交流の申し出を受け
た。

『ラオス人民民主共和国ルアンパバーン地区 仏像修
復調査プロジェクト報告書』完成
日　　時　2007（平成19）年

事業関連渡航
（第３回 ・ラオス国立美術工芸大学交流準備関連）
期　　間　2008（平成20）年３月25日～同28日
場　　所　ラオス人民民主共和国　ビエンチャン
参加人員（２名）
　柳本伊左雄　　池上　要靖
主な活動内容
①�関係各方面との会談。
　�今回は特にラオス国立美術工芸大学交流準備のた

めの協力依頼を目的とした。関係各方面との打ち
合わせおよび会議を重ね、視察をおこなった。
・�ラオス情報文化省
・�ラオス仏教連盟
・�ラオス現地スタッフとの打ち合わせ

第10回 事業
期　　間　2009（平成21）年２月17日～３月11日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（６名）
　柳本伊左雄　　寺尾　英智　　池上　要靖
　宮坂　葉子　　山形　夏子　　本間明日美
主な活動内容
①�仏像修復（王宮博物館内修復所）。
　�前回に引き続き、ワット ・ ビスンナラート（20）

の仏像３体（No.34、22、29）の修復および、テキ
スト作成用の写真撮影をおこなう。

②�ラオス漆の調査 ・ サンプル採取。
　�漆樹液 ・ 樹皮 ・ 葉のサンプル採取をバン村、フア

イトーン村でおこなった。さらにルアンパバーン
世界遺産地区内寺院７寺において、仏像よりナム
キャンのサンプルを採取した。

③�仏像の銘文についての調査 ・ 研究。
　�ルアンパバーン世界遺産地区内寺院10寺に所蔵さ

れている仏像の銘文について、写真撮影をおこなっ
た。

④�情報文化省（ビエンチャン）にてラオス国立美術
工芸大学との交流ならびに本事業協定の締結をお
こなった。

⑤�王宮博物館内修復所の改修をおこなった。サッシ
間仕切りによる間取りの変更、電気配線工事およ
び配電盤設置工事。

⑥�2009年現在の各寺院鳥観図および盗難仏像のリス
トを作成した。世界遺産地区内35寺で、仏像100体
以上の所在が不明であることが判明した。
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第11回 事業
期　　間　2009（平成21）年９月１日～同21日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（２名）
　柳本伊左雄　　鈴木　義孝
主な活動内容
①�関係各方面との会談。
　�ラオス国立美術工芸大学では、機材の購入設置に

関する打ち合わせをおこなった。また、ラオス情
報文化省においては、事業に関する打ち合わせを
おこなった。

②�報告書ラオ語化に関する打ち合わせおよび作業を
おこなった。

③�王宮博物館において、所蔵品の修復計画の策定を
おこなった。

第12回 事業
期　　間　2010（平成22）年２月20日～３月13日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン
参加人員（５名）
　柳本伊左雄　　鈴木　義孝　　宮坂　葉子
　亀井　弘子　　豊田　歩実
主な活動内容
①�仏像修復（王宮博物館内修復所）。
　�前回に引き続き、ワット ・ ビスンナラート（20）

の仏像５体（No.30、31、34、36、49）の修復をお
こなった。また、この修復作業はラオス国立美術
工芸大学交流事業の修復者育成（同大教員を対象）
および修復テキスト作成の一環としておこなった。

②�盗難仏像の現状を把握するため、調査をおこなっ
た。

③�関係各方面との会談。
・�情報文化省。

　　�現在ルアンパバーン県美術工芸学校に仏像修復
学科新設を検討するための委員会がラオス政府
内に設置されており、これに関連して本事業継
続の要請を受けた。

・�在ラオス日本大使館。
　　�本事業の報告および21世紀青少年大交流計画

（JENESYS Program）への申請について。
④�王宮博物館内修復所の一般公開をおこない、１日

あたり約100名の見学者があった。

第13回 事業
期　　間　2011（平成23）年２月５日～３月１日
場　　所�　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン
参加人員（７名）
　柳本伊左雄　　池上　要靖　　馬場　晃道
　木村　慈法　　鈴木　義孝　　宮坂　葉子
　ジル ・ エマ ・ ストロースマン
主な活動内容
①�仏像修復技術者の育成（工芸大学学術交流）

・�仏像修復の技術者育成
・�世界遺産地域内８体の仏像修復
・�仏像修復のテキスト作成（テキスト用写真撮影）
・�カリキュラム原案の作成	
・�修復材料の購入
・�修復室の充実
・�世界遺産地域内寺院の仏像個体数および設置状

況再調査
②�プロジェクト10周年記念展覧会開催
期　　間　　２月12日㈯～２月28日㈪
場　　所　　�ルアンパバーン国立王宮博物館内特別

展示室及修復所
内　　容　　�修復完了仏14体展示および修復作業公

開
備　　考　　�２月12日㈯　展覧会開催記念式典開催
　【主　賓（日本側）】
　　横田　順子　駐ラオス日本大使館
　　　　　　　　特命全権大使
　　深澤　尊明　静岡県中部宗務所　所長
　　伊藤　佳通　BAC 仏教救援センター　理事長
　　浜島　典彦　身延山大学　学長
　　横山　義弘　身延山大学　事務局長

ラオス仏像修復サポーターズクラブ 発足
日　　時　2011（平成23）年３月

第14回 事業
期　　間　2012（平成24）年２月12日～３月６日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン
参加人員（９名）
　浜島　典彦　　柳本伊左雄　　池上　要靖
　西　　雅秋　　豊田　歩実　　木村　慈法
　鈴木　義孝　　宮坂　葉子　　永利　郁乃
主な活動内容
①�仏像修復（９体）

・�ワット ・ ビスンナラート（20）４体（内１体ブ
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ロンズ）
・�ワット ・ シエントーン（02）４体、王宮博物館

１体
②�仏像修復技術者育成

・�仏像修復　　　　　指導－柳本　伊左雄
・�ブロンズ仏像鋳造　指導－西　雅秋
・�仏像修復テキストおよび報告書作成

③�大学間交流
・�工芸大学ルアンパバーン校の設備の充実

　　�作業場建設および電動工具類購入（外務省草の
根文化無償資金協力事業）

・�ブロンズ設備の点検補修
④�調査

・�仏像設置状況の確認調査－地域内全35カ寺対象
・�鳥瞰図デジタル化

⑤�協定書調印
・�情報文化省会議室に於いて、浜島典彦身延山大

学学長とブンティアン同省工芸局局長との間で
調印が交わされた

⑥�その他
・�修復材料の収集

　　　�木材の確保－希少木材の供与手続き等（対ラ
オス政府）

　　　ラオス漆－植林計画の立案
・�仏教連盟表敬訪問
・�駐ラオス日本大使表敬訪問

第15回 事業
期　　間　2012（平成24）年11月
　　　　　2013（平成25）年２月17日～３月９日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ビエンチャン、

ルアンパバーン
参加人員（７名）
　柳本伊左雄　　小谷みどり　　鈴木　義孝
　永利　郁乃　　秋山沙也香　　岡村　達人
　伊井　　智
主な活動内容
①�仏像修復

・�ワット ・ ビスンナラート、ワット ・ シエントー
ン木彫仏３体

・�市内寺院よりブロンズ仏１体
・�王宮博物館内パパーン仏の修復
・�サムヌア県よりブロンズ仏１体（美術工芸局よ

りの依頼）
②�仏像修復技術者育成

・�鋳造技術研修
　　�ビエンチャン市内に鋳造施設を整備し、2012年

９月に行った技術者招聘研修事業参加者２ 名を
中心に鋳造技術指刑惨を行う（同11月～）

・�仏像修復技術研修
　　�ルアンパバーン世界遺産地域にて仏像修復研修

を行う（2013年２月～）
③�「ラオス漆」復活事業

・�ラオス側の要望によるもので、現在には継承さ
れていないラオス国内での漆の生産から生成ま
での技術支援を行う

・�「漆を科学する会」との共同事業で、同会より
専門家１名を招聘、ラオスに自生する漆と仏像
に塗付された漆のサンプリングおよび成分分析
を実施

④�盗難仏像および仏像安置状況の追跡調査

事業関連渡航
（第４回・ラオス事業15周年記念大法要準備関連）
期　　間　2013（平成25）年９月16日～同21日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ビエンチャン　

ルアンパバーン
参加人員（２名）
　柳本伊左雄　　鈴木　義孝
主な活動内容
①�関係各方面との会談。
　�今回は特にラオス事業15周年記念大法要準備のた

めの協力依頼を目的とした。関係各方面との打ち
合わせおよび会議を重ね、視察をおこなった。
・�ラオス情報文化省
・�ラオス仏教連盟
・�ラオス現地スタッフとの打ち合わせ

第16回 事業
期　　間　2014（平成26）年１月26日～２月11日
　　　　　水晶彫刻招聘研修
　　　　　2014（平成26）年２月15日～３月７日
場　　所　日本国内　甲府市
　　　　　�ラオス人民民主共和国　ビエンチャン、

ルアンパバーン
参加人員（９名）
　�柳本伊左雄　　浜島　典彦　　小谷みどり
　鈴木　義孝　　永利　郁乃　　�三輪　是法
　池田優季名　　ジル ・ エマ ・ ストロースマン
　�岡村　達人　　木村　良勢
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主な活動内容
①�仏像修復
【鋳造仏】７体

・�ワット ・ ポンシアート　　２体（No.23、24）
・�ワット ・ ビスンナラート　１体（No.97）
・�ワット ・ シエンメーン　　４体（No.25、88、
　108、109）

【木彫仏】４体
・�ワット ・ ビスンナラート　２体（No.7、No.28）
・�ワット ・ シエントーン２体（No.91、No なし＝

僧坊内安置仏像）
②�仏像修復技術者の育成
　仏像修復技術研修（ルアンパバーン）
③�顔料調査（ペオ村）
④�世界遺産地域全35ヶ寺の仏像現状調査（盗難仏像

および安置状況の追跡調査）
⑤�エメラルドブッダプロジェクトに関する打ち合わ

せ
⑥�日本へのラオス人スタッフ招聘並びに水晶彫刻研

修
　�（山梨県貴金属工芸協同組合　河野製作所（甲府

市）１月26日～２月11日実施）
⑦�ラオス事業15周年記念大法要（２月17日開催）
【主　賓】
　岸野　博之　駐ラオス日本大使館
　　　　　　　特命全権大使
　ブンサノン　情報文化観光省　美術工芸局長
【参加僧侶】
　ラオス側63名　日本側17名

第17回 事業
期　　間　2015（平成27）年２月16日～３月７日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ビエンチャン、

ルアンパバーン
参加人員（７名）
　柳本伊左雄　　小谷みどり　　鈴木　義孝
　浜島　典彦　　池田優季名　　岡村　達人
　ジル ・ エマ ・ ストロースマン
主な活動内容
①�仏像修復　木彫仏５体、鋳造仏５体
②�仏像修復技術者の育成
　仏像修復技術研修（ルアンパバーン）

・�現地美術大学および学校講師６名への技術講習
③�塑像１体についての修復事前調査
④�世界遺産地域全35ヶ寺の仏像現状調査

⑤�仏像修復テキスト制作準備
⑥�顔料およびパタイペット調査
⑦�霊柩車贈呈式（３月６日開催）

・�ラオス国立文化ホール（ビエンチャン）

第18回 事業
期　　間　2016（平成28）年２月19日～３月13日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　シェンクワン、

ルアンパバーン
参加人員（５名）
　柳本伊左雄　　鈴木　義孝　　河西　竜海
　岡村　達人　　ジル ・ エマ ・ ストロースマン
主な活動内容
①�仏像修復事業および技術者育成事業
【木彫仏】４体

・�ワット ・ ビスンナラート　４体
【鋳造仏】４体

・�ワット ・ ポンシアート　１体、
・�ワット ・ アーパイ　３体
・�塑像仏（ワット ・ アーパイ　大仏修復準備）
・�日本式漆箔技術指導（ワット ・ パーオー寺院木

彫仏２体への漆箔施行）
②�仏像安置状況および盗難仏調査

・�世界遺産地域内全35ケ寺を対象に、仏像目録
（2006年本事業作成）を基として、現在の安置状
況や盗難仏有無等の追跡調査を行った。

③�仏像修復技法に関する調査 ・ 研究
・�パタイペットおよびパタイフンの制作方法 ・ 材

料の調査研究
・�シェンクワン県ワット ・ ピアットに現存するパ

タイフン仏の予備調査
④� NHK WORLD　30分ドキュメンタリー番組取材

第19回 事業
期　　間　2016（平成28）年12月11日～25日
　　　　　ラオス人技術者招聘研修
　　　　　2017（平成29）年２月14日～３月10日
場　　所　日本国内　身延山大学工房（身延町）
　　　　　株式会社アイメック（御坂町）
　　　　　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン
参加人員（12名）
　柳本伊左雄　　鈴木　義孝　　河西　竜海
　浜島　典彦　　木村　中一　　岡村　達人
　永利　郁乃　　ジル ・ エマ ・ ストロースマン
　林田　三郎　　岡村　明子　　西　　雅秋
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　鈴木　　稔
主な活動内容
①�仏像修復および修復技術者育成
【木彫仏】３体

・�ワット ・ ビスンナラート　３体（№71、77、81）
【鋳造仏】１体

・�ワット ・ シエンムアン　１体（No. 不明）
②�仏像個体数および設置状況調査
【行方不明仏像一覧】

・�ワット ・ ムンナ　１体（No.2）
・�ワット ・ シエントーン　５体（No.4、11、13、

14、91）
・�ワット ・ ホーシアン　１体（No.27）

③�パタイフン（パタイペット）伝統技法の継続調査 ・
研究

④�ルアンパバーン工芸学校の学生による工房見学の
実施

⑤�県美術工芸学校作業場整備支援
・�ビエンチャン美術工芸大学仏像修復鋳造場整備

第20回 事業
期　　間　2018（平成30）年２月16日～３月15日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン
　　　　　タイ王国　バンコク、チェンマイ
参加人員（14名）
　柳本伊左雄　　鈴木　義孝　　三輪　是法
　浜島　典彦　　木村　中一　　岡村　達人
　永利　郁乃　　ジル ・ エマ ・ ストロースマン
　池田健太郎　　岡村　明子　　木村　真理
　池内　恵海　　鈴木　　稔　　近藤　直樹
主な活動内容
①�仏像修復および修復技術者育成
【木彫仏】４体

・�ワット ・ ビスンナラート　３体（№41、45、76）
・�ワット ・ タットノイ　２体（共に No なし）

【塑像仏】１体
・�ワット ・ アーパイ　１体（No.1　次年度継続）

②�仏像個体数および設置状況調査
③�三次元測定機による仏像 3D データ化
④�フランス極東学院との仏像銘文調査打ち合わせ
（タイ王国バンコク、同チェンマイ）

第21回 事業
期　　間　2019（平成31）年２月16日～３月11日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（15名）
　�柳本伊左雄　　鈴木　義孝　　望月　海慧
　大藪　　泰　　鈴木　　稔　　�岡村　達人　
　永利　郁乃　　ジル ・ エマ ・ ストロースマン
　近藤　直樹　　�岡村　明子　　松永　浩太
　秋山　奈美　　池内　恵海　　高田　知仁
　�池田健太郎
主な活動内容
①�仏像修復および修復技術者育成
【木彫仏】２体

・�ワット ・ ビスンナラート　２体（№21、52）
・�ワット ・ タットノイ　２体（共に No なし）

【鋳造仏】１体
・�ワット ・ ビスンナラート　１体（No.27）

【塑像仏】１体
・�ワット ・ アーパイ　１体（No.1　次年度継続）

②�仏像個体数および設置状況調査
・�20体の所在不明が新たに判明

③�仏像 3D データ化および 3D プリンターを使用した
レプリカ仏像の制作
・�渡航前に山梨県内施設にて試験制作を実施

④�仏像修復に関する講義およびワークショップの開
催

　【講師】
・�大藪　泰（京都産業技術研究所 研究フェロー）

　　�「アジアの漆　アジア各国で採取される漆の採取
方法、成分、性質の違い、塗料としての漆の特
徴」他

・�ジル ・ エマ ・ ストロースマン（身延山大学特任
講師）

　　�「東南アジアの仏像に於ける年代及び様式の違
い」他

・�ラオス人スタッフおよび美術工芸学校学生など
を対象に実施（参加56名）

第22回 事業
期　　間　2020（令和２）年２月14日～３月10日
場　　所　�ラオス人民民主共和国　ルアンパバーン、

ビエンチャン
参加人員（11名）
　�柳本伊左雄　　鈴木　義孝　　大藪　　泰
　池上　要靖　　木村　中一　　�岡村　達人
　永利　郁乃　　ジル ・ エマ ・ ストロースマン
　池田健太郎　　�岡村　明子　　高田　知仁
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主な活動内容
①�仏像修復および修復技術者育成
【木彫仏】２体

・�ワット ・ ビスンナラート　２体（№26、50）
・�ワット ・ シーブンフン　１体（No.1）

【鋳造仏】１体
・�ワット ・ アーパイ　１体（No. なし）

【チョムケー修復】３体
・�ワット ・ ノイ　２体（No.3、5）
・�ワット ・ ビスンナラート　１体（No.4）
・�各寺院からの要望により、後補である既存チョ

ムケー（木彫）を新補したチョムケー（鋳造）
と交換した

②�仏像個体数および設置状況調査
・�引き続き複数仏像が所在不明となっていたこと

が新たに判明
③�仏像 3D データ化

・�21体分の 3D データを収集
④�修復材料および技法調査

・�修復材料に多用するカモクについての調査研究
⑤�仏像修復に関する講義およびワークショップの開

催
【講師】

・�大藪　泰（京都産業技術研究所 研究フェロー）
　　��「漆とカモクの制作技法について」

・�ジル ・ エマ ・ ストロースマン（身延山大学特任
講師）

　�　�「カモクの制作技法」
・�美術工芸学校学生などを対象に実施（参加20名）

ラオス事業20周年記念大法要
日　　時　2020（令和２）年２月

第23回 事業
期　　間　2021（令和３）年
場　　所　日本国内
　�修復事業で従前より生じていた課題を改善するべ

く、事業計画を策定し、現地事業実施の準備を進
めていたが、新型コロナウイルス感染症の世界的
大流行による諸般の状況を考慮し、当年度の現地
渡航を中止とした。このため日本国内で可能な一
部の活動について実施した。

主な活動内容
①�仏像三次元測定調査および測定方法指導

・�3D スキャナー機器一式の整備
　　�本事業では、世界遺産地域内寺院および国立王

宮博物館に収蔵される仏像の三次元測定器（3D
スキャナー）による詳細なデータの収集を継続
して実施している。これまで使用してきた三次
元測定器は仏像の三次元データ収集に相当の成
果を挙げてきたものの、数センチ程度の小型の
仏像などの対象物測定には限界があり、小型の
対象物の測定に対応した機器一式を整備した。

　　�来るべき次回以降の現地事業実施に向けて技能
習熟を図るべく、国内での運用を開始している。

②�鋳造仏像修復方法改善のための機器整備
・�遠心鋳造機、プログラム電気炉、電気溶解炉の

整備
　　�鋳造仏像修復にあたって、これまで課題であっ

た細部欠損部等の鋳造について、当年度事業で
は新たに細密な鋳造が可能である遠心鋳造機を
整備し、国内での運用を開始した。これにより
鋳造仏像のみならず、レプリカ仏像や木彫仏像
とりわけ宝冠仏像の装飾金具の制作にも使用す
ることが可能となり、一層の修復技術向上に寄
与することが期待される。

　　�また、鋳造に必要な機器として、プログラム電
気炉、電気溶解炉を併せて整備した。
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　身延山大学世界遺産ラオス仏像修復プロジェク
ト20周年記念事業の一環として本記念誌が無事発
行に至りましたこと、ご協力いただいた皆様方に
心から感謝申し上げます。
　振り返れば20余年前の2001年９月、当時学生で
あった私も記念すべき第１回事業に参加させてい
ただきました。バンコク、ビエンチャンを経てル
アンパバーンに到着するまで空路で２泊３日をか
け、初めて現地に降り立った折、何と遠い所に来
たものかと感じたことを昨日のことのように思い
出します。
　2020年度と2021年度はコロナ禍により現地渡航
による事業は中止となってしまったものの、20年
に亘り本事業は現地での修復調査活動を中心に継
続し、年々その存在感を高めてきました。事業開
始間もなくは現地に確たる伝手もなく、ラオスの
方々との意思疎通にさえ苦労することもありまし
たが、その頃参加した学生たちが経験を積み、今
では事業活動の中核として活躍しています。
　本事業はこの修復調査活動のみならず学術研究
や仏像の盗難対策など様々に展開しており、本学
の教職員 ・ 学生はもとより学外の専門家の先生方
にも多数ご参加いただいております。
　本記念誌は本事業の活動記録に加え、これらの
先生方に研究成果をおまとめいただいた記念論文
を掲載したものとなっております。
　柳本伊左雄先生には『ラオス世界遺産仏像修復

プロジェクト20年のあゆみ』と題して、本事業の
代表者の視点から見た事業の概観をまとめていた
だきました。本事業は柳本先生なくしてここまで
の展開を見せることはなかったといえましょう。
　大藪泰先生には『カモクを考える』と題して、
ラオスの仏像制作修復に欠かせない伝統的な材料
である「カモク」について、漆と漆工技術の専門
家としての科学的な見地からの研究結果をまとめ
ていただきました。
　ジル ・ エマ ・ ストロースマン先生には『ラオス
の仏像に使われた伝統的な素材』と題して、ラオ
スの伝統的な素材についてその使用法など４編に
亘って考察していただきました。
　鈴木稔先生には『仏像盗難対策に関する一研究』
と題して、ラオスにおいて数年来問題となってい
る仏像の盗難問題についての対策を考察していた
だきました。
　高田知仁先生には『ラオスに現存するクメール
様式の仏像と関連史料』と題して、ラオスの仏像
に見られる近隣諸地域の様式の混入、特にクメー
ル（カンボジア）様式の仏像について比較考察し
ていただきました。
　末筆とはなりましたが、本事業のますますの発
展を祈念すると共に、これまでお力添えをいただ
きました全ての皆様方に感謝を申し上げ、後記と
させていただきます。

編 集 後 記
身延山大学世界遺産ラオス仏像修復プロジェクト
20周年記念誌編集担当

池 田　健太郎
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